
【厚生労働省指定通信教育】

（3学期）社会福祉の原理と政策②

①  再配分 ②　割当（ラショニング） ③　投入資源（インプット） ④　産出（アウトプット）

⑤　プログラム評価 ⑥　重層的支援体制整備事業 ⑦　参加支援 ⑧　多文化共生

⑨　住宅セーフティネット法 ⑩　居住支援法人 ⑪　シティズンシップ ⑫　エスピン－アンデルセン

⑬　自由主義レジーム ⑭　保守主義レジーム ⑮　社会民主主義レジーム ⑯　ワークフェア

⑰　TANF（貧困家庭一時扶助） ⑱　求職者基礎保障 ⑲　ウプサラ・モデル ⑳　国民基礎生活保障

（３学期）社会保障①

①　人口減少社会 ②　合計特殊出生率 ③　少子化 ④　ワーキングプア

⑤　ワークフェア ⑥　ディーセントワーク ⑦　ワークライフバランス ⑧　社会手当

⑨　労災保険 ⑩　セーフティネット ⑪　求職者支援制度 ⑫　所得再分配

⑬　社会保障法 ⑭　ベバリッジ報告 ⑮　1961（昭和36）年 ⑯　新自由主義

⑰　社会保障給付費 ⑱　社会保険料 ⑲　事業主 ⑳　　３　割

（３学期）地域福祉と包括的支援体制①

①　コミュニティ ②　アソシエーション ③　認可地縁団体 ④　外国人技能実習制度

⑤　介護 ⑥　地域生活課題 ⑦　ニッポン一億総活躍プラン ⑧　地域共生社会

⑨　地域福祉 ⑩　地域住民 ⑪　プラットフォーム ⑫　生活支援体制整備事業

⑬　要保護児童対策地域協議会 ⑭　社会福祉事業法 ⑮　社会福祉法 ⑯　民生委員法

⑰　児童福祉法 ⑱　中央共同募金会 ⑲　第一種 ⑳　社会的企業

（３学期）障害者福祉

①　バンク・ミケルセン ②　自立生活運動 ③　障害者の権利宣言 ④　国際障害者年

⑤　世界行動計画　　　　　　　　　　　⑥　完全参加と平等　　　　　　　　　　　　⑦　2006年 ⑧　2014年

⑨　合理的配慮 ⑩　障害者基本法 ⑪　障害者基本計画 ⑫　ノーマライゼーション7か年戦略

⑬　支援費制度 ⑭　発達障害者支援法 ⑮　都道府県 ⑯　指定都市

⑲　難病　等 ⑳　障害者差別解消法

 

（３学期）ソーシャルワークの理論と方法（専門）①　

①　バイステック ②　クライエントのニーズ ③　マルチパーソン援助システム ④　マイクロ技法

⑤　基本的かかわり行動 ⑥　ネットワーク ⑦　ネットワーキング ⑧　重層的

⑨　ボンディング（結束）型　　　　　　　　　　　　　　　型⑩　ブリッジング（橋渡し）型 ⑪　ソーシャルサポートネットワーク ⑫　コンボイモデル

⑬　フォーマルな資源 ⑭　インフォーマルな資源 ⑮　内的資源 ⑯　レジリエンス

⑰　資源管理 ⑱　欠損 ⑲　欠陥 ⑳　不調和

国家試験キーワードチェック　回答用紙

⑰　養護者・障害者福祉施設従事者等・使用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑱　身体的虐待・性的虐待・ネグレクト・心理的虐待・経済的虐待　　　　　　　　　　　　　

 ⑮⑯は問題が不適切でした。
  　発達障害者支援センターの運営は、都道府県知事が指定した社会福祉法人その他の政令で定める法人（例：特定
　　非営利活動法人、医療法人、一般社団法人）等や都道府県、指定都市が運営しています。＊共通科目テキスト８「障
　　害者福祉」p.140参照


